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色
ふ
か
く
染
む
る
ま
に
く

神
無
月
袖
や

の
錦
な
る
ら
ん

た
和
歌
・
連
歌
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

⑬
人
心
う
す
花
染
め
の
か
り
衣
さ
て
だ
に
あ
ら
で
色
や
か
は
ら
ん

@
三
の

、

の
紅
葉
の
色
こ
き
に
つ
け
て
、

(
宇
津

吹
上
・
下
)

(
新
古

一
一
五
六
)

@
丁
子
に
、
深
く
染
め
た
る
う
す
物
の
車
衣
を
、
細
や
か
な
る
直
衣
に
、

ま
た
、

の
「
紅
之
薄
染
」
を

ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら

き
給
へ
る
、

い
と
、
好
ま
し
げ
な
り
。

(
源
氏
物
語

晴
蛤
)

れ
る
歌
が
見
ら
れ
る
。

⑫
に
ば
め
る
御
衣
奉
れ
る
も
、

の
こ
こ
ち
し
て
、
「
わ
れ
先
立
た
ま
し

@
く
れ
な
ゐ
の
う
す
ぞ
め
衣
あ
き
は
か
に
あ
ひ
み
る
人
に
こ
ふ
る
比
か

か
ば
、
深
く
ぞ
染
め
給
は
ま
し
」
と
お
ぽ
す
き
へ
、

先
に
も
述
べ
た
が
、

(
無
名
草
子
)

な

夫

一
五
五
四
四
)

フ
カ
シ
が
濃
色
表
現
で
用
い
ら
れ
る
平
安
時
代
初
期
の

こ
れ
ら
の
歌
は
、
先
に
述
べ
た
ク
レ
ナ
ヰ
ノ
コ
ゾ
メ
と
同
様
に
、
こ
の
時
代

例
は
和
歌
が
主
で
、
そ
の
後
も
コ
シ
と
比
べ
る
と
和
歌
以
外
で
は
用
い
ら
れ

に
く
い
。
⑬
は
平
安
時
代
中
期
の
例
で
あ
る
が
、
詞
書
的
部
分
で
は
「
色
コ

キ
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
歌
で
は
「
色
フ
カ
ク
染
む
る
」
と
あ
る
こ
と

に
は
既
に
「

」
に
対
し
て
ウ
ス
ゾ
メ
と
い
う
訓

て
い
た
こ
と

を
表
す
に
す
ぎ
な
い
。

グコ
古
写
本
で
き「
れ薄
る五染

が
ウ
ス
ゾ
メ
と
司11
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
推

か
ら
同
様
の
こ
と
が

の
文
献
に
も
「
染
む
」
と
結
び
つ
い
た
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

え
る
。
そ
の
フ
カ
シ
が
用
い
ら
れ
に
く
い
和
歌
以
外

以
土
の
よ
う
に
、
上
代
に
は
フ
カ
シ
・
ア
サ
シ
が
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
に

フ

加
え
て
、
平
安
時
代
初
期
に
も
和
歌
で
は
フ
カ
シ
・
ア
サ
シ
が
優
勢
で
あ
る

カ
シ
と
「
染
む
」
と
の
結
び
つ
き
が
コ
シ
と
「
染
む
」
と
の
結
び
つ
き
よ
り

点

フ
カ
シ
・
ア
サ
シ
の
ほ
う
が
コ
シ
・
ウ
ス
シ
よ
り
も
「
染
む
」
と
の
結

淡
色
表
現
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
ア
サ
シ
は

接
的
で
は
な
い
に
し
ろ
「
染
む
」
と
共
に
用
い
ら
れ
た
例
が
上
代
か
ら

二
節
で
見
た
よ
う
に
、
直

び
つ
き
が
強
い
点
が
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
①
i
④

の
「
深
染
」
「
薄
染
」
の

み
を
考
え
る
上
で
一
層
重
視
す
べ
き
点
だ
と
思
わ

も

い
と
言
え
よ
う
。

れ
る
。

で
き
る
。

一
方、

ウ
ス
シ
は
、
先
に
挙
げ
た
@
(

も
同
様
)
の
よ
う
に
ウ

五

は ス
ク
コ
ク
の
形
で
濃
色
表
現
と
淡
色
表
現
と
が
共
に
用
い
ら
れ
る
例
以
外
に

い
花
色
に
染
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
ウ
ス
花
染
」
が
時
代
の
下
つ

更
に
、
①
l
④
の
訓
み
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
挙
げ

「
紅
之
深
染
・

五
七



「
紅
之
深
染
・

五
八

3

-

、a

。

ふ
人

t
v

節
に
な
り
、

し
か
も
、
字
余
り
を
き
た
す

が
一
つ
し
か
含
ま
れ
て
い
な

先
ず
は
字
余
り
の
問
題
が
あ
る
。
④
は
ウ
ス
ゾ
メ
ゴ
ロ
モ
あ
る
い
は
ウ
ス

い
た
め
、
不
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。

ゾ
メ
ノ
キ
ヌ
と
訓
ん
で
も
、

ア
サ
ゾ
メ
ゴ
ロ
モ
あ
る
い
は
ア
サ
ゾ
メ
ノ
キ
ヌ

ま
た
、

④
に
つ
い
て
は
序
詞
の

の
仕
方
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば

合、 と
訓
ん
で
も
字
余
り
に
な
ら
ず
、
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
①
i
③
の
場

コ
ゾ
メ
ノ
コ
ロ
モ
あ
る
い
は
コ
ゾ
メ
ノ
キ
ヌ
ヲ
と
訓
め
ば
字
余
り
に
な

な
ら
な
い
。
『
高
葉
集
新
考
』
(
井
上
通
泰
)
で
は

奮
訓
に
ウ
ス
ゾ
メ
と

よ
み

下
は
ア
ラ
ゾ
メ
と
よ
め
り
。

ア
サ
ラ
カ
ニ
の
序
な
れ
ば
ア
サ
ゾ

ら
な
い
が
、
フ
カ
ゾ
メ
ノ
コ
ロ
モ
(
ヲ
)
と
訓
む
場
合
は

の
こ
と
、
フ
カ
ゾ

メ
と
よ
む
べ
し
。
上
に
も
ア
サ
キ
コ
ト
ナ
リ
を

と

け
り
。
」
と
し

メ
ノ
キ
ヌ
(
ヲ
)
と
訓
む
場
合
、
③
は
「
乎
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
字

て、

余
り
に
な
る
。

-
恋
と
い
へ
ば

然
れ
ど
も
我
は
忘
れ
じ
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も

釈
』
(
津
潟
久
孝
氏
)

で
は
母
音

ωに
子
音
例
が

接
す
る
と
き
に
は
字
余
り
例
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
正
守
氏

は
、
字
余
り
を
み
る
場
合
に
「
第
三
則

ω句
中
の
ワ
行
子
音
例
が
、
そ
の
上

の
尾
母
音

ω、
例
と
接
す
る
と
き
」
が
あ
る
と
さ
れ
、
同
グ
ル
ー
プ

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
用
し
た
『

(高一

一九
三
九
)

の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の

の

」
を
「
考
に
従
ひ
て
ア
サ
キ
と
よ
む
べ
し
。
」
と
し
て
い
る
。
「

」

を
ア
サ
キ
コ
ト
と

」
を
ア
サ
ゾ
メ
と

む
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
「
ア
サ
ラ
カ
ニ
の
序
な
れ
ば
ア
サ
ゾ
メ
と

む
か
否
か
は
別
と
し
て
、
「

の
音
(
短
歌
の
第
一
旬
、

三
旬
、
第
五
句
)
が
ほ
と
ん
ど
字
余
り
を
き
た
す
の
に
対
し

よ
む
べ
し
」
と
い
う
の
は
、
序
詞
の
連
接
の
仕
方
の
一
つ
に

(
お
)

同
形
式
の
反
復
が
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
序
詞
が
連

• 
に
同
形
反
復
に

て
、
制
グ
ル
ー
プ
(
短
歌
の
第
二
旬
、

第
三
則
の
字
余
り
例
は
ワ
行
子
音
例
が
「
五
音
節
め
の
第
二
母
音
以
下
」
に

き
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
③
の
場
合
、
短
四
句
)
は
非
字
余
り
の
方
が
多
い
が
、

意
味
の
類
向
性
も
あ
る

よ
っ
て
連
接
す
る
も
の
に
、
形
式
の
類
同
性
の
み
の
あ
る
言
葉
の
反
復
と
、

の
反
復
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
に
当
て
は

の
第
二
句
の
例
だ
が
、
助
詞

ま
る
。
異

形
式
の
反
復
は
多
く
見
ら
れ
る
。

ヲ
の
子
音
例
が
「
五
音
節
め
の
第
二
母
音
以
下
」
に

し
て
い
る
こ
と
か

-
天
雲
に

打
ち
付
け
て
〈
飛

乃
多
頭
E

E

君
し
い
ま
さ
ね

ら
、
字
余
り
で
訓
ん
で
差
し
支
え
な
く
、
従
っ
て
フ
カ
ゾ
メ
ノ
キ
ヌ
ヲ
と
訓

lま

(
鶴
二
四
九
O
)

み
得
る
。
ま
た
、

フ
カ
ゾ
メ
ノ
コ
ロ
モ
ヲ
と
訓
む
可
能
性
も
あ
る
が
、
九
音

秋

に
な
び
く
川
辺
の
〈
か
故

左
能
が
古
余
可
か
之
母
v

思
ほ
ゆ



る
か
も

(
高
四
三

O
九
)

「
薄
染
」
を
ア
サ
ゾ
メ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
考
え
る
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
て

前
者
は
タ
ヅ

、
後
者
は
ニ
コ
グ
サ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
同
音
を
も
っ
タ
ヅ
タ

き
た
。

ゾ
シ
、

ニ
コ
ヨ
カ
に
序
詞
と
し
て
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
ア
サ
ラ
カ

最
後
に
、

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
深
染
」
が
コ
ゾ
メ
、

「
薄
染
」
が
ウ
ス
ゾ
メ

ニ
に
か
か
る
も
の
と
し
て
は
、
⑬
の
よ
う
に
ア
サ
ラ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
同

と
訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
が
、

そ
の
原
因
は
、

様
に
考
え
る
と
、
④
の

の
で
、
⑮
と
同
様
に
同
じ
ア
サ
と
い
う
音
を
も
っ
ア
サ
ゾ
メ
で
訓
む
ほ
う
が

「
薄
染
」

は
ア
サ
ラ
カ
ニ
に
か
か
る
序
詞
に
あ
た
る

の
古
点
が
付
け
ら
れ
た
時
代
が
平
安
時
代
中
期
以
降
に
下
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
中
期
に
な

適
当
だ
と
言
え
る
。

ヲ

hv
〉}、

上
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
フ
カ
シ
・
ア
サ
シ
優
勢
の
状
態
か
ら
コ

シ
・
ウ
ス
シ
優
勢
の
状
態
へ
と
変
化
す
る
が
、

こ
れ
は
漢
詩
文
に
お
い
て
色

更
に
、

『
高
葉
集
注
釈
』
(
津
潟
久
孝
氏
)
な
ど
の
注
釈

に
よ
る
と
、
次
の

歌
の

「
紅
の
」
は
「
浅
葉
」

に
か
か
る
枕

と
さ
れ
て
い
る
。

の
濃
淡
を
表
す
「
深
」
「
浅
」
「
濃
」
「
の
用
法
が
変
化
す
る
の
に

受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
色
の
濃
淡
を
表
す
形
容
詞
が
、
色
の
濃
淡
表
現 を

⑮
〈
紅
之
浅
葉
乃
野
良
が
〉
刈
る
草
の
束
の
間
も
我
を
忘
ら
す
な

(
寓
二
七
六
三
)

で
コ
シ
・
ウ
ス
シ
が
優
勢
と
な
る
か
ら
、

フ
カ
ゾ
メ
・
ア
サ
ゾ
メ
と
い
う
訓

反
対
に

「
紅
の
」

が
ウ
ス
(
シ
)
に
か
か
る
例
は
寓

に
見
ら
れ
な
い
。

み
よ
り
も
、

コ
ゾ
メ
・
ウ
ス
ゾ
メ
と
い
う
訓
み
の
ほ
う
が
考
え
ら
れ
や
す

従
っ
て
、
④
は
「
紅
の
」
が
ア
サ
(
ゾ
メ
)
を
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ

ぃ
。
そ
の
結
果
、

の
古
写
本
で
は
コ
ゾ
メ
・
ウ
ス
ゾ
メ
と
い
う
訓
が

ろ、っ。

付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
グ〉

受
け
て
、

先
に
挙
げ
た

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
①
1
③
の

「
深
染
」
は
フ
カ
ゾ
メ
、
④
の

@
@
の
よ
う
な
ク
レ
ナ
ヰ
ノ
コ
ゾ
メ
や
⑪
の
よ
う
な
ク
レ
ナ
ヰ
ノ
ウ
ス
ゾ
メ

--， 

」
は
ア
サ
ゾ
メ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

が
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
、

現
代
に
至
る
ま
で
コ
ゾ
メ
・
ウ
ス
ゾ
メ
と
い
う
訓

， 
J、

が
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
色
の
濃
淡
を
表
す
形
容
詞
全
体
を

に
入
れ
つ
つ
、
高
葉
集
中
の
①
i
③
の
「
深
染
」
を
フ
カ
ゾ
メ
、
④
の

注(1) 
例
え
ば
、
飛
田
良
文
・
浅
田
秀
子
氏
『
現
代
形
容
調
用
法
辞
典
』
。

「
紅
之
深
染
・
薄
染
」

五
九



(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

「
紅
之
深
染
・
薄
染
」

淡
色
表
現
以
外
で
は
平
安
時
代
中
期
頃
ま
で
逆
上
っ
て
用
例
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
淡
色
表
現
に
用
い
ら
れ
た
例
は

ワ

'
t
l
l

コ

・
あ
は
・
し
・
キ
・
ケ
レ
・
ク
・
ク
(
形
)
淡
(
一
)
濃
カ
ラ
ズ
。
薄
シ
。

ア
ツ
サ
リ
ト
シ
タ
リ
。
(
色
、
ニ
味
、
ニ
趣
キ
、
ニ
)
(
二
)
厚
カ
ラ
ズ
。

(
8
)
 

浅
シ
。
(
情
ニ
交
リ
、

(
言
海
・
一
八
九
一
年
)

一、・〆

が
管
見
の
限
り
で
は
最
古
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
に
用
い
ら
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
9
)
 

ま
た
、

ア
ワ
ア
ワ
シ
イ
が
淡
色
表
現
に
用
い
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。

(
叩
)

-
雲
の
蒼
空
に
按
す
る
慮
は
白
銀
の
色
と
も
雲
の
色
と
も
警
へ

あ
わ
/
t

、

そ
れ
で
何
と
な
く
穏
や
か
な
淡
々
し
い
色
を
帯
び
て
居

(
国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』
)
き

純
白
な
、

7
Q

。

(
日
}
(ロ)

『
校
本
高
葉
集
』
に
よ
る
と
、
元
暦
校
本
(
①
③
の
み
)
、
嘉
暦
伝
承
本
、

井
本
、
西
本
願
寺
本
、
温
故
堂
本
、

(
日
)

金
沢
文

(
d
dの
み
)
、
神
田
本
、

大
矢
本
、
京
都
帝
国
大
学
本
、
活
字
附
訓
本
、
神
宮
文

緊
古
集
、
古
葉
略
類
衆
紗
等
。

(
M
)
 

、
広
瀬
本
、
類

「
紅
之
深
染
」
和
洋
女
子
大
学
紀
要
叩
(
昭
和
幼
年
)

『
校
本
前
向
葉
集
』
に
よ
る
と
、
元
暦
校
本
、
金
沢
文
庫
本
、
神
田
本
、
細
井

本
、
西
本
願
寺
本
、
混
故
堂
本
、
大
矢
本
、
京
都
帝
国
大
学
本
、
活
字
附
訓

(
日
)

(
同
)

略
類
家
紗
等
。

(
口
)

本
、
神
宮
文
庫
本
、

神
楽
歌
、
催
馬
楽
を
平
安
時
代
初
期
の
文
献
と
み
な
す
こ
と
と
す
る
。

「醤
喰
歌
二
首
(
⑪
二
八
二
八
、
二
八
二
九
)
の
訓
釈
に
つ
い
て
」
美
夫
君

、

古

(
同
)

志
却
(
昭
和
問
年
)

六
O

育

-
J
-

、

ふ
J

，J

コ
シ
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

東
名

抄

に
お
い
て
高
起
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

コ
ザ
ケ
・
コ
ミ
ヅ
の
ア
ク
セ
ン

ト
は
低
起
式
(
『京
本
和
名
類
衆
抄
』
で
も
低
起
式
)
と
な

っ
て
い
て
、
問

が
あ
る
が
、
秋
永
一
枝
氏
が

『古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究

』

コ
シ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
低
起
式
と
考
え
る
ほ
う
が

で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

よ
い
だ
ろ
う
。

「
万
葉
の
紫
と
そ
の
背
景
」
日
本
大
学

語
文
幻
(
昭
和
刊
年
)

橘
守
部

『神
楽
歌
入
門
』
(
天
保
5
年
)

西
角
井
L

且
『
神
楽
歌
研
究
』
(
昭
和
日
年
)

本
居
太
平

『神
楽
歌
新
釈
』
(
文
政
凶
年
)

熊
谷
直
好
『
梁
塵
後
抄
』
(
安
政
6
年
)

共
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
幻
(
昭
和
回
年
)

三
句
は
多
く
の
古
写
本
・
注
釈
書
類
で
ウ
ス
キ
カ
モ
、
或
い
は
ウ
ス
ミ

カ
モ
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、

ー司

』
で
は
「
ウ
ス
ミ
カ
モ
で
は
、

序
の
つ
づ
き
も
説
明
出
来
ず
、

と
し
て
も
意
を
な
さ
な
い
。L

と
し
て

セ
ケ
パ
カ
モ
と
、
「
薄
」
を
動
詞
セ
ク
で
訓
ん
で
い
る
。

氏
寸
王
朝
文
体
と
濃
淡

学
大
国
文
目
(
昭
和
田
年
)

注

(
4
)
に
同
じ
。

フ
カ
シ
・
ア
サ
シ
の
対
義
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮
地
敦
子
氏
『
身
心
語
葉

の
史
的
研
究
』
(
第
七
章

こ
の
こ
と
は
、
川
端
善
明
氏
『
活
用
の
研
究
H
』
や
山
口
佳
紀
氏
『
古
代

日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
な

ど

に

よ

り

れ

て

い

る

。

辺
)
に
詳
し
い
。

σ〉



(
四
)

(
却
)

(
紅
)

(
幻
)

他
に
も
『

(
お
)

(
部
)

寺
三
蔵
法

『
石
山
寺
蔵
法

『
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
』
等
に
見
ら
れ
る
。

・
け
ふ
も
ま
た
人
も
と
は
で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
さ
か
り
を

今
和
歌
集
六

O
)

・
野
も
や
ま
も
に
は
ひ
に
け
り
な
く
れ
な
ゐ
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の

下

か

ぜ

(

続

古

今

和

歌

集

六

一

)

.
く
れ
な
ゐ
の
こ
ぞ
め
の
こ
ろ
も
ふ
り
は
へ
て
心
の
色
を
し
ら
せ
っ

(
続
古
今
和
歌
集
九
五
三
)

( 

『
国
語
学
大
辞
典
』
「
序
詞
」
の
項
(
井
手
至
氏
・
昭
和
田
年
)

「
高
葉
集
序
詞
私
孜
」
天
理
大
学
学
報
二
1

一
・
一
一
(
昭

和
M
年
)

井
手
至
氏
「
万
葉
集
文
学
語
の
性
格
」
『
寓
葉
集
研
究
第
四
集
』
(
昭
和
田

年
)

本
文
の
引
用
は

る
か
な

注

(
3
)
に
同
じ
。

他
に
も

• 

(
お
)
(
泊
)
「
万
葉
集
ヤ
・
ワ
行
音
を
含
む
字
余
り
」
『

集
古
典
学
藻
』

こ
の
中
で
は
「
五
音
節
め
の
第
二
モ

l
ラ
以
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る

二
母
音
」
に
改
め
て
お
ら
れ
る

も
み
な
う
す
花
染
に
な
り
に
け
り
さ
く
ら
に
う
つ
る
は
る
の
あ

け

ぼ

の

(

続

古

今

和

歌

集

九

九

)

.
紅
の
う
す
花
染
の
山
桜
夕
日
う
つ
ろ
ふ
雲
か
と
ぞ
見
る

( 

拾
遺
和
歌
集
六
四
)

-
明
日
も
立
て
う
す
花
染
の
春
か
す
み

二
O
五
三
)

( 

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

注

(
5
)
に
同
じ
。

古
稀

文

が
、
後
の

の
で
、
そ
れ
に
従
う
。

で

二
モ
l
ラ
」
を

「
紅
之
深
染
・

L 

(
日
本
古
典
文
学
全
集
)
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
神
楽
歌
・

催
馬
楽
・
懐
風
藻
・
源
氏

語
・
菅
家
文
草
(
日
本
古
典
文
学
大

系
)
、
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
(
古
辞
書

、
新
撰
字
鏡
(
京

都
大
学
国
文
研
究
室

)
、
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄

智

、

院
本

(
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
)
、
色
葉
字
類
抄
(
風
間
書

房
)
、
古
今

-
後
撰
和

言司

-
新
古
今
和
歌

集
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
)
、
知
恩
院
蔵
本
大
唐
三
蔵
玄
奨
法
師
表

啓
(
東
大

の
国
語
学
的
研
究
)
、
文
選
(
古
典
研
究
会
)
、
白

氏
文
集
(
同

解
・
続
日
本
後
紀
・
文
徳
実

録
・
延
喜
式
(
新
訂
増
補
国
史
大
系
)
、

経

( 

-
新
撰
菟
玖
波
集
(
和
泉
書
院
|
総
索
引
)
、
小
右
記

(
大
日
本
古
記
録
)
、
神
田
本
臼
氏
文
集
(
勉
誠
社
)
、
宇
津
保
物
語
(
笠

従
)
、
田
氏

(
右
文

院
l
全
評
釈
)
、
無
名

文
と
索
引
)
、
古

子
(
笠
間
書
院
)
、
続
古
今
和
歌
集
・
続
拾
遺
和
歌
集
(
明
治
書
院
|

↓ハ一



「
紅
之
深
染
・
薄
染
」

六
一
一

総
索
引
)
、
菟
玖
波
集
(
日
本
古
典
全
書
)
、
新
撰

-
古
今
和
歌

六
帖
・
夫
木
和
歌
抄

国
歌
大

)
、
武
蔵
野
(
明
治
文
学
全
集
)

に
よ
っ
た
。

『
こ
』
フ
ご
こ

F
J
/
+
v
-
-
，J
P
U
 

え
み
こ
・
大
阪
大
学
大
学
院
生
)

:予;

葉:
学 1tt:
A"  ~盲目
-:z:t ， 
第
五
O 
回
全

-
第
三
・
四
日

十
月
十
三
・
十
四
日
(
月
・
火
)

研
修
旅
行

大
会

方
面
一
泊
二
日

平
成
九
年
度
の
全
国
大
会
を
皇
皐
館
大

の
共
催
に
よ
り
、

左
記
の
よ

O
研
究

、フに

る
予
定
で
す
。

内
勾ヤ

合

上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

~e 

時
間

三
十
分
(
発
表
二
十
五
分
、

分

日

平
成
九
年
十
月
十
一
日
(
土
)
l
十
四
日
(
火
)

切

六
月
二
十
八
日
(
土
)

市午

出後
作
歌
7¥ 
品為

開

-
懇
親
会

発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
目
・
所
属
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
要
旨
(
八
百
字

• 

一
日

講
演
会

十
月
十

一
日
(
土
)

家
持
の
創
作

以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学

文
学

国
語
・
国
文
学

駒
津
大
学
教
授

野

寛
氏

固
有
名
詞
の
表
記

皇
由
学
館
大
謬
学
長

西
宮
一

民
氏

究
室
内
)
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
研
究
発
表
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
「
学
会
要
項
」
の
た
め
の
資
料
・
原
稿
を
八
月
中

-
第
二
日

十
月
十
二
日
(
日
)

全
日

研
究
発
表
会

に
提
出
し
て
項
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



(報j

.... ， 
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な
地
、

そ
こ
で
地
方
の
生
活
に
思
い
を
致
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
万
葉

研
究
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
、

地
方
出
土
の
資
料
に
も
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね

っ
て
こ
ら
れ
た
稲
岡
氏

四
+
九
回
全

大
会

a:. 
Eヨ

成
八
二
九
九
六
)
年
十
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
、

( 

場

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
長
年
、
会
場
校
で

か
ら
は
、
当
時
の
思
い
出
も
ま
じ
え
、
年
来
の
人
麻
呂
の
表
記
・
表
現
に
関

す
る
お
話
し
を
う
か
が
っ
た
。
人
麻
巴
の
表
記
に
は
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ

四
十
九
回
全
国
大
会
は
、
東
京
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
平

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
東
京
大
学
で

が
開
催
さ
れ
る
の
は
、

四

十
九
回
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
と
の
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
慨
が
多
く
の
人

葉
。
今
後
の
活
発

る
。
そ
の
解
釈
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
。
二
十
年
後
の
定
説
と
は
、
氏
の
お
言

に
注
目
し
た
い
。
会
場
に
は
犬
養
孝
先
生
の
お
姿

後
に
小
島
憲
之

に
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

も
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
夕
方
か
ら
は
高
岡
と
か
。

一
r、V
A 

表
の
お
話
し
を
予
定
し
て
い
た
が
、

の
都
合
で
懇
親
会
へ
と
繰

日
時

十
月
五
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま
で

り
延
べ
ら
れ
た
。
懇

に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
に
は
申
し
訳
あ
り
ま

会
場

東
京
大
学
教

せ
ん
で
し
た
。

講
演

古
代
地
方
社
会
の
実
像

新
の
木
簡
か
ら
|

一一
懇

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

平

1
 
1
 
.，，F
 

南
氏

日
時

十
月
五
日
(
士
)
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
七
時
三
十
分
ま
で

東
京
大
学
教
養
学
部
生
協
食
堂

人
麻
呂
と
時
制
(
テ
ン
ス
)

会
場

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
上
智
大
学
教
授

稲

岡

二
氏

加
者

一O
O名

(
司
会

渡
瀬
昌
忠
氏
)

大
人
数
の
懇

は
小
野
寛
氏
の
乾
杯
で
幕
を

け
る
。
そ
し
て
、
小
島

わ
る
い
く
つ
か
の

名
誉
代
表
の
お
話
し
。
そ
の
後
、
何
人
か
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
だ
っ

た
が
、
久
々
に
出
会
い
旧
交
を
温
め
る
場
面
が
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
、
会
の

中
心
を
こ
れ
に
お
く
こ
と
に
。
ま
さ
に
、
司
会
い
ら
ず
の
懇
親
の
会
。
十
年

後
に
ま
た
東
京
大
学
で
と
い
、

氏
の
言
に
対
し
て
、

の
学
会
の

約
二
七

O
人

研
究
で
、

大
会
第
一
日
の
講
演
会
に
は
、
漆
ど
地
方
出
土
の
文
字
資
料
の

の
平
川
氏
に
、
最
新
の
木
簡
か
ら
古
代
地
方
社
会
に
ま
つ

う
か
が
っ
た
。
関
東
は
古
代
の
文
字
資
料
が

文

報

1io 
1=1 
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六
四

存
続
に
危
倶
を
抱
か
れ
る
神
野
志
氏
の
お
言
葉
だ
け
は
特
記
し
て
お
こ
う
。

食
べ
物
も
飲
み
物
も
で
、
会
員
の
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
、
衆
目

の
一
致
す
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
は

で
あ
る
。

か
に
危

一ー一
研
究
発
表
会

日
時

上
代
文
献
の
連
文

歌
の
中
の
漢
字
表
現

京
都
大
学

内

田

賢

徳

氏

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

瀬

間

正

之

氏

(
司
会

毛
利
正
守
氏
)

大
会
の
命
は
何
と
い
っ
て
も
研
究
発
表
会
。
若
い
大
学
院
生
か
ら
そ
れ
な

り
の
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
視
点
か
ら
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
に
応

あ
っ
た
。
時
間
の

十
月
六
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

会
場
参
加
者
東
京
大
学
教

十
三
号
館
一
一
三
三
教
室

約
二
二

O
名

午
前
の
部

近
世
神
話
と
し
て
の
『
三
大
考
』

東
京
大
学
大
学
院
生

に
於
け
る
天
界
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て

長
崎
大
学

『
常
陸
国
風
土
記
』
の

相
愛
女
子
短
期
大
学

表
現

(
司
会

の
部

天

ハ
月
一
七
日
の
家
持
歌

二
十
・
四
四
六
八

1
四
四
七

O
の
歌
の

八

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生

「
志
貴
親
王
挽
歌
」
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て北

海
道
大
学
大
学
院
生

(
司
会

じ
て
の
活
発

で
言
い
た
い

の
い
、
ぇ

な
い
人
も
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
声
を
聞
き
た
い

も
の
で
あ
る
。
今
回
は
文
字
表
現
に
関
わ
る

が
多
か
っ
た
が
、

文
字
に
記

金

英
之
氏

さ
れ
た
も
の
を
読
み
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
部
分
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え

る
と
こ
ろ
が
、
わ
が
高
葉
学
会
の
基
本
姿
勢
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余
地
の
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。
伊

{芙

表

橋

本

雅

之

氏

の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
年
々
レ
ベ
ル
が
向
上
(
い
ろ
ん
な
意
味
で
)
す
る

粕
谷
輿
紀
氏
)

ょ
う
で
あ
り
た
い
も
の
。

閤

行

日
時

十
月
七
日
(
月
)
1
八
日
(
火
)

一
泊
二
日

性
に
つ
い
て
|

五
十
五
名

参
加
者

吉

田

信

宏

氏

旅
程

第
一
日

池
袋
西
口
(
集
合

)
l多
胡
碑

i
金
井
沢
碑

l
昼
食
!
上
野

国
国
分
寺
跡
|
山
王
廃
寺
|
蛇
穴
山
古
墳
・
宝
塔
山

名
山
・
榛
名

倉
持
し
の
よ
氏

香
保
(
宿
泊
)

伊

大
浜
異
幸
氏
)

一一日

保

筋
遺
跡
l
岩
宿
遺
跡

1
昼
食

田
・
塚

り
古
墳



四
号
墳
|
足
利
学
校
・

集
合
場
所
、
東
京
芸
術
劇
場
前
を
定
刻
に
出
発
、
首
都
高
速
、

寺

R
東
京
駅
(
解
散
)

り
、
さ
ら
に
、
二
次
会
へ
。
も
う
中
堅
?
と
な
っ
た

N
氏
か
ら
は
若
い
人
の

自
動

加
が
少
な
い
と
の
発

あ
っ
た
が
、
同
時
に
昔
元
気
青
年
も
お
と
な
し

道
を
通
っ
て
、
ま
ず
は
多
胡
碑
へ
。
傍
ら
に
記
念
館
が
五
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
。
休
館
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
館
長
の
久
保
信
太
郎
氏
に
案
内
し

て
い
た
だ
い
て
館
内
を
見
学
。
上
野
三
碑
の
レ
プ
リ
カ

く
な
り
、
時
間
だ
け
は

に
流
れ
て
い
る
事
を
確
認
。
そ
れ
に
伴
う
進
歩

表
の
弁
。
し

任
だ
と
は
伊

は
、
あ
り
ゃ
な
し
ゃ
。
翌
日
は
雨
。
僕
の

っ
て
お
り
、
覆

か
し
な
が
ら
、

そ
の
隣
に
も
、
も
う
ひ
と
り

が
い
た
は
ず
。
雨
の
中
、

い
屋
に

さ
れ
て
い
る
実
物
よ
り
も
よ
く
見
え
る
と
は

か
の

碑
文

中
筋
遺
跡
で
は
火
山
に
埋
も
れ
た
古
代
の
集
落
に
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
、
岩
宿

中
の
「
羊
」
宇
に
は
多
く
の
解
釈
が
あ
る
が
、
羊
太
夫
伝
説
に
展
開
す
る
と

い
。
多
少
遅
れ
気
味
で

こ
ろ
は
捨
て

遺
跡
で
は
さ
ら
に
石
器
時
代
に
思
い
を
は
せ
、
塚
廻
り
古
墳
群
第
四
号
墳
で

そ
し
て
足
利
学
校
へ
と
向
か
う
。

の
関
係
各
位
に
深
謝
。

は
何
と
い
っ
て
も
運
転
手
さ
ん
の
奮
闘
、

碑
を
と
ば
し
て
金
井
沢
碑

へ
。
碑
へ
の
入
り
口
に
は
な
ぜ
か
吉
野
賛
歌
の
歌
碑
が
。
関
東
に
は
珍
し
く

う
ど
ん
の
昼
食
(
こ
の
地
方
の
名
物
だ
っ
た
)
を
取
り
、
上
野
国
国
分
寺
跡
へ
。

に
も
か
か
わ
ら

を
展

下
さ
っ
た
文

こ
こ
で
も
休
館
に
も
か
か
わ
ら
ず
教

会
の
方
の
御
厚
意
に
よ
り
資
料

解
説
の
訂
正
を
促
す
の
は
、
こ
の
の
性
か
。

「
子
日
」
の
読
み
癖
に
感
心
し
な
が
ら
、
自
信
の
読
み
癖
を
注
意
さ
れ
た
人
、

い
つ
の
時
代
に
も
有
職
故
実
は
生
き
て
い
る
と
、
こ
の
世
界
の
特
殊
性
に
改

め
て
感
心
。
夕
刻
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
案
内
役
や
運
転
手
さ

ん
の
心
遣
い
で
、
ほ
ぽ
定
刻
、
東
京
駅
で
の
解
散
と
な
り
、
来
年
の
伊
勢
で

語
の
背

に
あ
っ
た
、

館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
上
野
国
国
分
寺
も
山
王
廃
寺
(
放
光
寺
)
も
そ

れ
ぞ
れ
興
廃
の
過
程
が
偲
ば
れ
、
空
蝉
の
常
な
き
身
が
思
わ
れ
る
。
歌
碑
を

省
略
し
た
見
返
り
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
一
部
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
車

窓
か
ら
の
予
定
だ
っ
た
蛇
穴
山
古
墳
・
宝
塔
山
古
墳
は
、
宝
塔
山
古
墳
だ
け

パ
ス
を
と
め
て
見
学
す
る
。
こ
の
国
に
は
碑
文
と
寺
院
と
古
墳
と
が
ほ
ぼ
同

時
期
に
営
ま
れ
て
い
る
。
案
内
の
鉄
野
氏
の
言
葉
で
は
な
い
が
、

一
方
に
古

会
を
誓
い
A
ロ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
へ
と
向
か
っ
た
。
学
会
の

ら
開
催
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
神
野
志
氏
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
大
学
の

皆
さ
ん
、
日
に
い
ろ
い
ろ
と
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
聖
心
女
子
大
学
、
大

の

か

墳
を
営
み
一
方
に
寺
院

立
す
る
、
そ
の
混
在
す
る
と
い
う
点
に
も
う
少

阪
市
立
大
学
の
学
生
諸
氏
、

そ
し
て
旅
行
に

的
な
お
世
話
の
鉄
野
・
山

し
注
意
を
払
い
た
い
気
が
す
る
。
パ
ス
は
色
付
き
始
め
た
木
々
の
中
、
伊
香

崎
両
氏
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

保
を
通
り
ぬ
け
榛
名
湖
へ
。
寒
い
。

に
つ
か
り
恒
例
の
懇
親
会
へ
と
移

ご
ざ
い
ま
し
た
。

乾

善
彦
)

報
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氏名 @ 

新入会

会員名

住

訂

所 話番号

会
員大阪市立大学学術 558 大阪市住吉区杉本町459

情報総合センター

西孜 038

駒井陽子 525

平田報美 700 岡山市学南町1-6-7メゾン学南321

市石江字高間104-13

駒井沢町346 0775-68-0218 

086-251-0410 

丸川 08654-4-3239 

渡辺正人 331 大宮市土屋547-8-7 048-625-0152 

変更(改 -変更・表示を む)

石井 治 175 東京都板橋区成増1-35-3-903 03-3977-2713 

文祥 578 市中野21-37 0729-67-2046 

慶真 630 
市半田町14 0742-22-3811 

本奈津枝 広島市安佐南区高取北3丁目731-01 (旧姓日野) I ，J.1. V.1. 2-16-3 セジュール高取A-102

比良 篤 890 鹿児島市下伊敷3丁目77番12号

082-872-9392 

0992-29-0609 

贋川晶輝 065 札幌
コーポ

じ11 1丁目9-30 0774-72-7818 

福 昭治 567 茨木市耳原1-6-21-402 0726-43-3049 

藤原 泉 70141F申市延友425-1
ーポ延友913

村田右富実 594 和泉市いぶき野3丁目14番10-405

村田正博 619-02京都府相良郡木津町相良台5-7-18

山口県立大学 (校名変更)
附属図書館 山口女子大学附属

山崎福之 606 京都市左京区

山梨英和短
大学・

086-292-4083 

0725-55-5456 

0774-72-7818 

より

ケ前22-5 075-722-5l48 

400 甲

六
六



後
記

O 
お

L、
O 

。
第
四
十
九
日
の
全
閏
大
会
も
、
関
係
者
の
多
大
の
お

力
添
え
に
よ
っ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
細
か

い
報
告
は
別
項
に
譲
り
ま
す
が
、
各
位
に
厚
く
御
礼

申
よ
げ
ま
す
。

O
高
葉
編
輯
部
は
き
つ
い
、
と
い
う
世
評
が
定
着
し
で
い

る
よ
う
で
す
。
本
人
の
署
名
入
り
の
論
文
だ
か
ら
な

に
も
そ
ん
な
に
完
壁
を
求
め
な
く
て
も
、
と
私
な
ど

は
思
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
。
私
自
身
、
書
評

原
稿
(
こ
れ
は
依
頼
で
す
か
ら
)
を
除
け
ば
大
抵
一一一

回
く
ら
い
書
き
直
し
さ
せ
ら
れ
て
ま
す
。
初
め
は
チ

ク
シ
ョ
ウ
!
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
確
か

に
指
摘
に
従
っ
て
書
き
直
し
て
み
る
と
、
我
な
が
ら

良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
投
稿
者
の
皆
様
、
お
気

を
悪
く
せ
ず
、
ま
た
め
げ
ず
に
、
よ
り
良
い
も
の
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

O
私
な
ど
は
若
い
方
々
に
(
な
に
せ
以
老
で
す
か
ら
)

も
っ
と
ホ
ラ
を
ふ
り
、
と
け
し
か
り
て
い
ま
す
。
ヨ
ソ
で

は
、
往
々
に
し
て
、

0
0
の

0
0に
お
け
る
口
口
の

ム
ム
に
つ
い
て
、
の
よ
う
な
発
表
に
接
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
は
ず
れ
た
質
問
を
受
け

る
と
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
と
逃
げ
て

し
ま
う
。
課
題
の
見
通
し
も
出
来
て
い
な
い
の
な
ら
マ

ヌ
ケ
だ
し
、
知
っ
て
い
て
や
ら
な
か
っ
た
の
な
ら
サ
ボ

リ
、
そ
れ
を
承
知
で
登
壇
し
た
の
な
ら
、
聴
衆
を
愚

奔
す
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
恥
は
若
い
う

ち
に
か
い
い
た
方
が
よ
ろ
し
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

(
浅
見
徹
)

論
文
の
投
稿
、
・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で

「
O
O

九

O
O
l
七
|
二
九

一
四
七
寓
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会

は

、

高

と

称

す

る

。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

本
誌
既
刊
号
の

学

会

室

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

葉
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番

二
ニ

八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
置
く
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

て

分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し

「黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば

員

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お

い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

で
こ
れ
に
応
ず
る
。



葉

六

十

号

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
三
月
六
日
印
刷

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
三
月
十
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

〒
聞
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
否
五
)
孟
一
回

編

輯

・

発

行

高

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替

O
O
九
O
O
l七
l二
九

一
四
七

〒
叩
大
阪
市
中
来
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
ニ
一
一
)
六
こ六五

発
売
所

印
刷
所

大


